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 ＰＥＴサイクロトロンの自己遮蔽体の放射化量分布に関し、実測と解析による相互補完法による評価を

行ったところ、放射化物の峻別が可能であることが明らかとなった。 
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1. 緒言 

平成 14年の放射線障害防止法の改正により、放射化物は基本的に放射性同位元素によって汚染された物

と同様の規制を受けることになった。放射化物の取り扱い方法には、（1）すべてを RI 廃棄物とする、（2）

非汚染物以外を RI 廃棄物とする、（3）放射化物を一体としてクリアランスする方法が考えられるが、コス

トや廃止までの期間を考慮すると、最も現実的な方法は（2）の非汚染物を峻別して放射性廃棄物の減容を

図ることである。そこで、今回 PET サイクロトロンの自己遮蔽体について、その峻別方法を検討した。 

 

2. 放射化量の評価 

2-1. 方法 

自己遮蔽体の放射化量分布を評価するには、コアボーリングによるサンプルを採取し、半導体検出器や

液体シンチレーションカウンタによる測定が直接的であるが、コアボーリングの箇所には限界があるため、

全体を評価することが困難である。そこで今回は、3 次元モンテカルロ計算コード PHITS、及び放射化計

算コード DCHAIN-SP により、放射化量分布を解析的に求め計算精度を検証するとともに、2 つの方法によ

る相互補完により、放射化量分布を評価した。          表 1 実測と解析との比較 

 

2-2. 結果 

今回検出された自己遮蔽体本体の放射性核種は、 

Sc-46, Co-60, Cs-134, Eu-152 の 4 核種であった。また、放射能量の解析と実測との比（C/M）は表 1 に示す

ように、Co-60 を除き約ファクター2 の範囲で良く一致した。そこで、図 1 の実測結果に示すように、自己

遮蔽体の側面の最も放射化する部位が、10 ㎝以深については検出限界以下のため、この深さを自己遮蔽体

の有意な放射化範囲の決定規準とした。 

 

3. 結論 

有意な放射化の部位を斫り、表面の線量率、及びサンプ

リングによる再測定を行った結果、すべての部位で検出限 

界以下の結果が得られ、本手法の妥当性が確認された。     

                            図 1 自己遮蔽体の最も放射化する部位の放射化分布 
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